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神戸開港 150 年記念上映～映画初上陸は神戸だった！
「「映画の初めて」集めました」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて、11月 17日 ( 金 ) ～ 19日（日）の３日間に神戸開港 150年記念上映企画
の特集上映『「映画の初めて」集めました』を開催する運びとなりました。
　神戸港は今年開港 150年を迎えます。日本に初めて映画が入ってきたのもこの神戸港でした。エジソンが
発明した世界初の映写機「キネトスコープ」によるもので、１８９６年花隈の神港倶楽部にて１１月に初めて
一般公開されました。その後映画は大衆の娯楽として発展し、明治期には新開地は映画館の立ち並ぶ随一の興
行街になります。そこでKAVCでは、開港 150年記念として「映画の初めて」をテーマに映画が初めて上映
された 11月に特集上映をします。また、会場には上映映画に関連するエピソード、当時がわかる資料として
写真やポスターなどを神戸資料館と連携して展示しすることで、映画作品を楽しむと同時に当時の振り返り、
その歴史を改めて紹介すること目的としています。
つきましては、本企画をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げま
す。何卒宜しくお願い致します。

企画タイトル：
神戸開港 150 年記念上映～映画初上陸は神戸だった！「「映画の初めて」集めました」
上映期間：2017年 11月 17日 ( 金 ) ～ 19日（日）（３日間）
上映プログラム：
●〈キネトスコープ神戸上陸記念：エジソンの映画 1895～ 1908〉
　全 13作品 62分
●日本初めてのトーキー映画の上映「マダムと女房」
●日本初めてのカラー映画の上映「カルメン故郷に帰る」
上映スケジュール：
11/17（金）
13:45「マダムと女房」
15:00「カルメン故郷に帰る」
17:00「エジソン」解説あり

11/18（土）・19（日）
11:00「エジソン」解説あり
13:00「マダムと女房」
14:20「カルメン故郷に帰る」
場所：KAVCシアター
料金：「エジソン」一律１５００円
「マダムと女房」「カルメン故郷に帰る」一律１０００円
三回券３０００円
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〈キネトスコープ神戸上陸記念：エジソンの映画1895～ 1908〉　
解説：　発明王のトーマス・アルヴァ・エジソンはウィリアム・ケネディ・ディクソンを助手に〝動く写真〟
を研究し1894年から覗き窓式の機械キネトスコープを開発。ニュージャージー州・オレンジ郡にスタジオ「ブ
ラック・マリア」を建て撮影し、覗き式の〈キネトスコープ〉を売りだし、アメリカ全土に常設の〈キネトス
コープ・パーラー〉がオープン。これは現在のゲームセンターのような場所で、一人一人の観客が、お金を払っ
て覗き窓から〝動く写真〟を見る小さな娯楽だった。
　1895年 12月にフランスのリュミエール兄弟のシネマトグラフの発表後、エジソンもスクリーンに映写す
る方式のキネトスコープを開発し、後にヴァイタスコープとした。また〈キネトスコープ〉開発の中心人物だっ
たウィリアム・ケネディ・ディクソンが独立し〈アメリカン・ミュートスコープ＆バイオグラフ社〉に参加。
ここでも１分ほどの映画が製作されるようになった。２０世紀になるとカメラはスタジオ内から町に持ち出さ
れ、ドキュメンタリーの原型となる〝実写映画〟が撮影される。また、一方で売れない芸人や俳優が映画に出
演するようになる。この時期の映画はすべてニューヨークを中心にニュージャージー州のフォート・リーなど
東海岸で撮影されていた。やがて 1902から 1903年にかけて短い見世物だった映画は物語を語るようにな
り〝再現映画〟や〝劇映画〟が作られるようになると５０席くらいの小さな映画常設館は〝ニッケルオデオン
〟と呼ばれるようになって拡がるのだった。1910年までには、全米で 10000館の〝ニッケルオデオン〟が
オープン。
　日本では 1896年に神戸港に上陸し、神戸の神港倶楽部で１１月に公開された覗き窓式の〈キネスコープ〉
に続き、２ヵ月後の 1897年にはフランスからリュミエール兄弟の〈シネマトグラフ〉が神戸港から上陸。
京都で試写のあと２月に大阪で興業される。その１週間後には大阪でエジソンの〈ヴァイタスコープ〉も大阪
で興業された。これが日本における映画興行の始まりであった。日本に常設館が出来るのは 1903年であっ
たが、日本で映画上映が爆発的に広がるのは 1904年以後の日露戦争の〝実写〟見たさであった。

みどころ：　このプログラムは、アメリカで〈キネトスコープ〉を発明したエジソン社の作品を中心に生まれ
たばかりの〝動く写真〟であった映画がどのように物語を得て娯楽産業への道を歩むかを体験できるハリウッ
ド以前のアメリカ映画史である。

演奏：鳥飼りょう（ピアノ）
プロフィール
サイレント映画伴奏者。ピアノ、パーカッション、トイ楽器等を演奏。
全ジャンルの映画に即興で伴奏をつけ、これまでに演奏した作品数は 3６0を超える。映画に寄り添うその演
奏は好評を博し、国内・海外の映画祭にも招聘されている。また、オーケストラへの客演やダンスとの即興演
奏にも取り組むなど、多彩な活動を展開している。
2015年 12月より Planet+1 の長編シリーズ「映画史～映画の樹」でのサイレント映画の全伴奏を担当。い
ま最も上映会で演奏する伴奏者のうちの一人。無声映画 ×弁士 ×生演奏のユニット「深海無声團」メンバー。
HP : https://www.facebook.com/ryotorikai.music/
Twitter : @ryo_torikai
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〈キネトスコープ神戸上陸記念：
エジソンの映画1895～ 1908〉　
上映作品　全上映時間６２分　生演奏付

「メイ・アーウィンの接吻」（1896/18 秒）
出演：メイ・アーウィン、ジョン・Ｃ・ライス

「化粧室の老メイド」（1901/ 
監督：エドウィン・Ｓ・ポーター　出演：ギリバート・サローニー

「変態靴屋（陽気な靴屋）」（1902/1 分 30秒）
監督：エドゥイン・Ｓ・ポーター　
出演：エドワード・ブールデン

「ニューヨーク、リバーサイドのパーティ」（1903/1 分）

「路面電車の礼儀」Street car chivalry  （1903/1 分）

「列車のロマンス」（1903/1 分） （1903/5 分）
監督：エドウィン・Ｓ・ポーター　
出演：メアリー・マレー

「大列車強盗」（1903/15 分）（染色版）
監督・撮影・編集：エドゥイン・Ｓ・ポーター

「ニューヨークの地下鉄開通」（1904/１分）

「密造屋」（1904/15 分）
 監督：ウォレス・マッカション

「サンフランシスコの大地震」（1906/１分）

「レアビット狂の夢」（1906年 /７分）
監督：ウォレス・マッカション、エドウィン・Ｓ・ポーター

「鷲の巣から救われて」（1908/４分）
監督：Ｊ・サール・ドーリー　　出演：Ｄ・Ｗ・グリフィス

「ドリーの冒険」（1908/12 分）　
監督：Ｄ・Ｗ・グリフィス
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〈日本初めてのトーキー映画の上映『マダムと女房』 〉
1931 年　監督　五所平之助　
出演　渡辺篤・田中絹代
北村小松の原作・脚本を五所平之助が監督したコメディで、日本初の本格的トーキー作品として知られる。トー
キーを意識した、全編「音」が鳴りっぱなしの賑やかな作品。同時録音だったこともあり、撮影現場はありと
あらゆる防音対策が取られたという。
　劇作家の芝野新作は、脚本を書くため静かな郊外の住宅地へ引っ越した。様々な邪魔が入り執筆が進まない
上、隣の家から大音量のジャズが聞こえてきて仕事が手につかない。新作は隣家に怒鳴り込むが、その家のマ
ダムにメロメロになってしまい、ジャズを口ずさみながら帰宅する始末。新作は順調に脚本を書き進めるのだ
が、妻は隣のマダムに嫉妬していた。

〈日本初めてのカラー映画の上映『カルメン故郷に帰る』 〉
1951 年　監督　木下惠介
出演　高峰秀子
日本最初の総天然色映画として、松竹と日本映画監督協会が企画、高村松竹常務が総指揮に、月森仙之助（大
船撮影所次長）が製作に当っている。脚本と監督は「婚約指輪」の木下恵介、撮影は同じ作品の楠田浩之であ
る。色彩技術には富士フィルムの小松崎正枝と赤沢定雄が当る。尚、同時に白黒映画も製作される筈。出演者
は、「宗方姉妹」「戦火を越えて」の高峰秀子、「破れ太鼓」の小林トシ子、「てんやわんや」の佐野周二、「宗
方姉妹」の笠智衆、「三つの結婚」の佐田啓二などの他に井川邦子、望月美惠子、小沢栄など。
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